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 第 5章では、新しい ACM用アクチュエータの一つである特性可変型アクチュエータについて述べている。まず、2コ
イルモデルを開発し、コイルを開放状態およびコンデンサ挿入状態に切り替えることによって特性を変化できること
を確認し、構造および動作原理に起因する製造性の低さや磁石量の多さなどの ACM 用アクチュエータとしての課題を
確認している。その解決策として、2 コイル MM モデルを提案して、2 相コイルを直列接続した状態、並列接続した状
態に切り替えることによって、特性を変化できることを確認している。さらに、特性の切り替えによって、広い周波
数帯の高効率化、省電力化が実現できることを明らかにしている。 
 第 6 章では、特性可変型アクチュエータの制振法である位相補償付 LMS 適応制御について述べており、その制振法
の制振効果を確認している。 
以上のように、本論文は、ACM用アクチュエータとその制振法に関する知見を明らかにしており、様々な制振技術へ
の応用も期待できる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
